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(57)【要約】
【課題】入力信号のフレーム周波数が異なる場合であっ
ても、ビートが発生せず、かつ機器本体の騒音の少ない
バックライトユニットを実現する。
【解決手段】本発明のバックライトユニット４は、蛍光
管Ｌ１…Ｌｎと、ＰＷＭパルスＶ１…Ｖｎに基づき蛍光
管Ｌ１…Ｌｎを駆動するインバータトランスＩＮＶ１…
ＩＮＶｎと、ＰＷＭパルスＶ１…Ｖｎを発生するＰＷＭ
パルス発生回路ＰＷＭ１…ＰＷＭｎと、ＰＷＭパルスＶ
１…Ｖｎの調光周波数を制御する調光周波数制御部７２
１とを備える。調光周波数制御部７２１は、入力信号の
フレーム周波数とＰＷＭパルスＶ１…ＶｎのＤｕｔｙ比
とに基づいて、ＰＷＭパルスＶ１…Ｖｎと入力信号との
干渉によるビート関係が生じないように、かつ、インバ
ータトランスＩＮＶ１…ＩＮＶｎの発生する騒音レベル
が所定値未満となるように、調光周波数を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、ＰＷＭパルスに基づき前記光源を駆動するインバータと、前記ＰＷＭパルスを
発生するＰＷＭパルス発生手段と、前記ＰＷＭパルスの調光周波数を制御する調光周波数
制御手段とを備えるバックライトユニットであって、
　前記調光周波数制御手段は、入力信号のフレーム周波数と前記ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ
比とに基づいて、前記ＰＷＭパルスと前記入力信号との干渉によるビート関係が生じない
ように、かつ、前記インバータの発生する騒音レベルが所定値未満となるように、前記調
光周波数を制御することを特徴とするバックライトユニット。
【請求項２】
　前記調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の自然数倍であることを特徴とする
請求項１に記載のバックライトユニット。
【請求項３】
　前記調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の３～６倍であることを特徴とする
請求項２に記載のバックライトユニット。
【請求項４】
　前記所定値は、２８ｄＢＡであることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記
載のバックライトユニット。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のバックライトユニットを備える液晶表示装置。
【請求項６】
　ＰＷＭパルスに基づきバックライトユニットの光源を駆動するインバータの調光周波数
制御方法であって、
　入力信号のフレーム周波数と前記ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比とに基づいて、前記ＰＷＭ
パルスと前記入力信号との干渉によるビート関係が生じないように、かつ、前記インバー
タの発生する騒音レベルが所定値未満となるように、前記調光周波数を制御することを特
徴とするインバータの調光周波数制御方法。
【請求項７】
　前記調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の自然数倍であることを特徴とする
請求項６に記載のインバータの調光周波数制御方法。
【請求項８】
　前記調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の３～６倍であることを特徴とする
請求項７に記載のインバータの調光周波数制御方法。
【請求項９】
　前記所定値は、２８ｄＢＡであることを特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記
載のインバータの調光周波数制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に備えられるバックライトユニットに関し、特に、ビートの発
生と機器本体の騒音とを同時に抑える技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶テレビにおいてバックライトを調光する場合に、インバータの調光周波数（ＰＷＭ
パルスの周波数）と液晶テレビに入力されている入力信号のフレーム周波数との干渉によ
るビートが発生することがある。ビートとは、画面全体に波状や斜線状の縞模様が入る現
象を指す。
【０００３】
　特に欧州向けの液晶テレビは、ＰＡＬ方式（又はＳＥＣＡＭ方式）、ＮＴＳＣ方式およ
び２４Ｐ方式（ＢＤ、ＨＤＤ、ＶＤ等の映画フィルムソース）の３方式（モード）を受信
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できるように対応させており、各モードの入力信号の周波数はそれぞれ５０Ｈｚ、６０Ｈ
ｚおよび２４Ｈｚである。このように、各モードでは入力信号の周波数が異なるため、い
ずれかのモードで入力信号の周波数とインバータの調光周波数とが干渉して、画面にビー
トが発生するという問題がある。
【０００４】
　また、特に近年、高画質／大型の液晶テレビでは、外部接続端子の数が多くなっており
、外部接続でＢＤ、ＨＤＤ、ＶＤ等の種々の機器を接続したり、あるいは機器本体内部に
これらの機器等を内蔵して、映画フィルムソースの再生を行うケースも増大してきている
。
【０００５】
　よって、欧州向けの液晶テレビ等においてビートの発生を抑制するためには、異なる入
力信号のフレーム周波数を想定し、インバータの調光周波数を各入力信号の周波数に対し
て最適な調光周波数になるように切り替える必要がある。画面ノイズを抑えるためにイン
バータ調光周波数を制御する技術が開示されている文献として、例えば特許文献１および
２が挙げられる。
【０００６】
　図５は、特許文献１に記載の調光装置１００の構成を示す図である。調光装置１００は
、キー入力手段１０１、不揮発性メモリ１０２、マイクロコンピュータ１０３、スイッチ
ング回路１０４、蛍光灯発振１０５、昇圧トランス１０６、および蛍光灯１０７を備えて
おり、不揮発性メモリ１０２により設定周波数（データ）を記憶・読み出しを行っている
。また、蛍光灯発振・ドライブ回路１０５の発振周波数を入力して調光発振周波数と比較
演算を行い、表示画面上や、高周波信号系にビート周波数関係に当たる妨害等を発生させ
ない調光用発振周波数制御を行う。蛍光灯のチョッパ式調光に関して、調光周波数をキー
入力手段１０１等で任意に設定できると共に、任意設定したデータを不揮発性メモリ１０
２に格納・読み出しでき、又、蛍光灯発振周波数（インバータ発振周波数）を検出して前
述の調光チョッパ周波数とビート関係にあるか判別を行い、ビート周波数関係から外れる
ような周波数可変制御を調光チョッパ発振に対して行うことで、例えば、液晶テレビ等の
表示画面状に現れるビート縞現象を防止することが可能となる。
【０００７】
　図６は、特許文献２に記載のバックライト調光装置２００の構成を示す図である。バッ
クライト調光装置２００は、ＰＷＭ調光回路２０１、ユーザーＩ／Ｆ手段２０２、マイコ
ン２０３、発振回路２０４、駆動回路２０５、トランス２０６、冷陰極管２０７、管電流
検出回路２０８、および遅延制御回路２０９を備えている。ＰＷＭ調光回路２０１は、ユ
ーザーＩ／Ｆ手段２０２からのバックライト調整値をもとに、マイコン２０３で設定すべ
きＰＷＭパルスのＤｕｔｙを計算し、発振回路２０４の発振の有無を制御する。冷陰極管
２０７に流れる電流を管電流検出回路２０８で検出し、発振回路２０４の発振周波数を制
御する。発振回路２０４の出力は駆動回路２０５を経てトランス２０６を駆動し、冷陰極
管２０７を発光させる。このときＰＷＭ調光回路２０１のＰＷＭパルスは、液晶パネルを
駆動する垂直同期信号に同期した周波数で作成されるが、その位相は遅延制御回路２０９
によりフレーム毎に異なる遅延量で制御される。そうすることにより、インバータ制御信
号の変化点は液晶パネル画面上の特定のラインに集中せずフレーム毎に分散されることに
なり、液晶パネルの応答速度、および目の積分作用によりインバータ回路からのノイズは
目立たなくなる。これにより、インバータ回路から映像信号への妨害を見えにくくさせて
いる。
【特許文献１】特開平６－３３３６９５号公報（１９９４年１２月２日公開）
【特許文献２】特開２００６－３９３４５号公報（２００６年２月９日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載の構成は、キー入力などで任意に調光周波数を設定す
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るシステムであるため、予め入力信号の周波数が決まっている場合にはビート発生を防止
することができるが、複数の放送方式（いわゆるマルチシステム）のテレビでは、入力周
波数の変化によるビート発生を防止することはできない。
【０００９】
　また、特許文献２に記載の構成では、液晶パネルを駆動する垂直同期信号に同期させて
いるため調光周波数がかなり低くなってしまい、表示画面に同期した横線状のノイズが画
面上に現れることになる。さらに、特許文献２に記載の構成では、フレームごとに位相を
オフセットさせる方法であるため、映像信号へのノイズが見えづらくはなるが、同期した
位置においては依然としてノイズが発生する恐れがある。したがって、ビート発生の根本
対策とはなっていない。
【００１０】
　また、ビートを改善する為に単純に調光周波数を設定しても、選択する調光周波数によ
っては、機器本体の騒音が大きくなってしまうという別の問題も存在する。上記いずれの
特許文献においても、ビートの改善については触れられているが、このインバータ調光時
の騒音の問題については言及されていない。
【００１１】
　図７は、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が４０％の場合における、調光周波数と騒音レベル
との関係の一例を示すグラフである。一般的に、ユーザにとって騒音が気になる騒音レベ
ルは２８ｄＢＡ以上であるとされており、同図に示すように、騒音レベルが２８ｄＢＡ以
上となる調光周波数が存在することが分かる。
【００１２】
　この騒音レベルの主な要因は、インバータ回路に用いられるインバータトランスのうな
り音である。液晶テレビが大型化するほど大型のインバータトランスが必要になるため、
騒音レベルもより大きくなる傾向にある。したがって、液晶テレビの使用環境を総合的に
考慮した場合、ビートを改善するだけでなく、インバータ調光時の機器本体の騒音も抑制
するシステムが必要となる。
【００１３】
　また、インバータ調光時の騒音は、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が小さい場合に大きくな
るという傾向がある。そのため、特に、周囲が暗く静かなホームシアターの環境で液晶表
示装置を使用する場合、インバータ調光時の騒音による弊害が顕著になる。
【００１４】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、入力信号のフレー
ム周波数が異なる場合であっても、ビートが発生せず、かつ機器本体の騒音の少ないバッ
クライトユニット、インバータの調光周波数制御方法および液晶表示装置を実現すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係るバックライトユニットは、上記課題を解決するために、光源と、ＰＷＭパ
ルスに基づき前記光源を駆動するインバータと、前記ＰＷＭパルスを発生するＰＷＭパル
ス発生手段と、前記ＰＷＭパルスの調光周波数を制御する調光周波数制御手段とを備える
バックライトユニットであって、前記調光周波数制御手段は、入力信号のフレーム周波数
と前記ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比とに基づいて、前記ＰＷＭパルスと前記入力信号との干
渉によるビート関係が生じないように、かつ、前記インバータの発生する騒音レベルが所
定値未満となるように、前記調光周波数を制御することを特徴としている。
【００１６】
　また、本発明に係るインバータの調光周波数制御方法は、ＰＷＭパルスに基づきバック
ライトユニットの光源を駆動するインバータの調光周波数制御方法であって、入力信号の
フレーム周波数と前記ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比とに基づいて、前記ＰＷＭパルスと前記
入力信号との干渉によるビート関係が生じないように、かつ、前記インバータの発生する
騒音レベルが所定値未満となるように、前記調光周波数を制御することを特徴としている
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。
【００１７】
　上記の構成によれば、調光周波数制御手段が、ＰＷＭパルスと入力信号との干渉による
ビート関係が生じないように、かつ、インバータの発生する騒音レベルが所定値未満とな
るように、ＰＷＭパルスの調光周波数を制御する。よって、上記所定値を、バックライト
ユニットを備える液晶表示装置が使用される環境において視聴に影響のない値に設定する
ことにより、入力信号のフレーム周波数が異なる場合であっても、ビートが発生せず、か
つ機器本体の騒音の少ないバックライトユニットおよびインバータの調光周波数制御方法
を実現できるという効果を奏する。
【００１８】
　本発明に係るバックライトユニットおよびインバータの調光周波数制御方法では、前記
調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の自然数倍であることが好ましい。
【００１９】
　上記の構成によれば、ビートが発生しない調光周波数は、フレーム周波数の自然数倍で
あるため、高品質の画像を提供できる。
【００２０】
　本発明に係るバックライトユニットおよびインバータの調光周波数制御方法では、前記
調光周波数は、前記入力信号のフレーム周波数の３～６倍であることがさらに好ましい。
【００２１】
　上記の構成によれば、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比の可変幅を大きく確保できる。
【００２２】
　本発明に係るバックライトユニットおよびインバータの調光周波数制御方法では、前記
所定値は、２８ｄＢＡであることが好ましい。
【００２３】
　上記の構成によれば、インバータの発生する騒音レベルを、通常の使用環境において視
聴に影響のない騒音レベルに抑えることができる。
【００２４】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記のバックライトユニットを備えている。
【００２５】
　上記の構成によれば、入力信号のフレーム周波数が異なる場合であっても、ビートが発
生せず、かつ機器本体の騒音の少ない液晶表示装置を実現できる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明に係るバックライトユニットは、以上のように、光源と、ＰＷＭパルスに基づき
前記光源を駆動するインバータと、前記ＰＷＭパルスを発生するＰＷＭパルス発生手段と
、前記ＰＷＭパルスの調光周波数を制御する調光周波数制御手段とを備えるバックライト
ユニットであって、前記調光周波数制御手段は、入力信号のフレーム周波数と前記ＰＷＭ
パルスのＤｕｔｙ比とに基づいて、前記ＰＷＭパルスと前記入力信号との干渉によるビー
ト関係が生じないように、かつ、前記インバータの発生する騒音レベルが所定値未満とな
るように、前記調光周波数を制御する。また、また、本発明に係るインバータの調光周波
数制御方法は、ＰＷＭパルスに基づきバックライトユニットの光源を駆動するインバータ
の調光周波数制御方法であって、入力信号のフレーム周波数と前記ＰＷＭパルスのＤｕｔ
ｙ比とに基づいて、前記ＰＷＭパルスと前記入力信号との干渉によるビート関係が生じな
いように、かつ、前記インバータの発生する騒音レベルが所定値未満となるように、前記
調光周波数を制御する。したがって、入力信号のフレーム周波数が異なる場合であっても
、ビートが発生せず、かつ機器本体の騒音の少ないバックライトユニットおよびインバー
タの調光周波数制御方法を実現できるという効果を奏する。
【００２７】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、上記のバックライトユニットを備えているので、
入力信号のフレーム周波数が異なる場合であっても、ビートが発生せず、かつ機器本体の
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騒音の少ない液晶表示装置を実現できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明の一実施形態について図１～図４に基づいて説明すると以下の通りである。
【００２９】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。液晶表示装
置１は、例えば、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）方式の液晶表示装置であり、コントローラ
部２、表示パネル３およびバックライトユニット４を備えている。
【００３０】
　コントローラ部２は、表示パネル３およびバックライトユニット４に入力するための信
号を生成するモジュールであり、信号選択部２１および映像信号処理部２２を備えている
。信号選択部２１には、表示データＲ／Ｇ／Ｂ、水平同期信号ＨＤ、垂直同期信号ＶＤお
よびクロック信号ＣＬＫからなる入力信号が、ビデオ装置やチューナー等の信号源１０か
ら入力される。信号選択部２１は、これらの信号をそのまま映像信号処理部２２に出力す
るとともに、垂直同期信号ＶＤを抽出してバックライトユニット４に出力する。
【００３１】
　映像信号処理部２２は、ＡＤ変換部２２１、３ＤＹＣ分離部２２２、ＩＰ変換部２２３
、スケーリング部２２４、ガンマカーブ制御部２２５およびコントラスト制御部２２６を
備えている。映像信号処理部２２に入力された信号は、ＡＤ変換、３ＤＹＣ分離、ＩＰ変
換処理、スケーリング処理、画質改善処理等が施されて映像信号ＶＳに変換され、表示パ
ネル３に出力される。
【００３２】
　表示パネル３は、図示しないソースドライバおよびゲートドライバ等を備えており、コ
ントローラ部２から入力される映像信号ＶＳに基づいて表示画面に映像を表示する。表示
パネル３は周知のものを用いることができるので、その構成についての詳細な説明は省略
する。
【００３３】
　バックライトユニット４は、バックライト５、インバータ部６およびマイコン部７を備
えている。バックライトユニット４の外部には、表示パネル３に入射する外光の照度を検
出する外光センサ８ａが設けられている。
【００３４】
　バックライト５は、表示パネル３の背面側に設けられ、ｎ本の蛍光管Ｌ１…Ｌｎを備え
ている。インバータ部６およびマイコン部７は、バックライト５の近傍に設けられる。イ
ンバータ部６は、ｎ個のインバータトランスＩＮＶ１…ＩＮＶｎを備えている。マイコン
部７は、ｎ個のＰＷＭパルス発生回路ＰＷＭ１…ＰＷＭｎ、フレーム周波数判定部７１、
調光制御部７２およびテーブルデータ記憶部７３を備えている。
【００３５】
　バックライトユニット４では、バックライト５の調光方式として、ＰＷＭ（Pulse Widt
h Modulation：パルス幅変調）調光方式が用いられている。ＰＷＭ調光方式とは、蛍光管
Ｌ１…Ｌｎを周期的に点滅させ、その点灯期間と消灯期間との時間比率を変化させること
によりバックライト５を調光する方式である。各インバータトランスＩＮＶ１…ＩＮＶｎ
は、各ＰＷＭパルス発生回路ＰＷＭ１…ＰＷＭｎが発生するＰＷＭパルスＶ１…Ｖｎを高
電圧・高周波の交流電力に変換して、各蛍光管Ｌ１…Ｌｎに出力する。このＰＷＭパルス
Ｖ１…ＶｎのＤｕｔｙ比を変化させて、蛍光管Ｌ１…Ｌｎの点灯期間と消灯期間との時間
比率を制御することにより、蛍光管Ｌ１…Ｌｎの輝度を制御することができる。
【００３６】
　蛍光管Ｌ１…Ｌｎの輝度の制御は、調光制御部７２によって行われる。調光制御部７２
は、調光周波数制御部７２１およびＤｕｔｙ制御部７２２を備えている。調光周波数制御
部７２１は、ＰＷＭパルス発生回路ＰＷＭ１…ＰＷＭｎが発生するＰＷＭパルスＶ１…Ｖ
ｎの調光周波数を制御する機能を有している。ＰＷＭパルスの調光周波数制御の具体的内
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容は、後述する。
【００３７】
　Ｄｕｔｙ制御部７２２は、外光センサ８ａによって検出された照度に基づいて、ＰＷＭ
パルスのＤｕｔｙ比を制御する機能を有している。具体的には、Ｄｕｔｙ制御部７２２は
、液晶表示装置１が明るい環境下で使用される場合はＤｕｔｙ比を増加させ、液晶表示装
置１が暗い環境下で使用される場合はＤｕｔｙ比を減少させる。また、Ｄｕｔｙ制御部７
２２は、決定されたＤｕｔｙ比を示すデータを調光周波数制御部７２１に出力する。
【００３８】
　フレーム周波数判定部７１には、信号選択部２１によって抽出された垂直同期信号ＶＤ
が入力される。これにより、フレーム周波数判定部７１は、現時点での入力信号のフレー
ム周波数を判別し、その判別結果を調光周波数制御部７２１に出力する。
【００３９】
　このように、調光周波数制御部７２１には、フレーム周波数を示すデータとＤｕｔｙ比
を示すデータとが入力される。調光周波数制御部７２１は、これらの２つのデータに基づ
き、テーブルデータ記憶部７３に記憶されているテーブルデータを参照して、ＰＷＭパル
スの調光周波数をアクティブに制御する。
【００４０】
　図７に基づいて既に説明したように、調光周波数によってインバータトランスの騒音レ
ベルが変動する。また、インバータトランスの騒音レベルは、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比
に対しても変動する。
【００４１】
　図２（ａ）は、調光周波数が３１７Ｈｚおよび１５０Ｈｚの場合における、ＰＷＭパル
スのＤｕｔｙ比とインバータトランスの騒音レベルとの関係を示す表であり、（ｂ）は、
そのグラフである。同図から明らかなように、Ｄｕｔｙ比が１００％に近い場合は、騒音
レベルは小さいが、Ｄｕｔｙ比が９０％以下の場合は、Ｄｕｔｙ比が９０％以上の場合に
比べ、概ね騒音レベルが大きくなっている。
【００４２】
　図３（ａ）は、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が７４％および３２％の場合における、ＰＷ
Ｍパルスの調光周波数とインバータトランスの騒音レベルとの関係を示す表であり、（ｂ
）は、そのグラフである。同図から明らかなように、同じ調光周波数であってもＤｕｔｙ
比が異なると、騒音レベルも異なることが分かる。
【００４３】
　また、インバータトランスの騒音レベルは、蛍光管の本数、蛍光管の管電流、バックラ
イトシールドとの距離関係等によっても変動する。すなわち、ＰＷＭパルスの調光周波数
およびＤｕｔｙ比が同一であっても、インバータトランスの騒音レベルは、液晶表示装置
１の機種によって異なる場合がある。
【００４４】
　そこで、液晶表示装置１の機種毎に、ＰＷＭパルスの調光周波数およびＤｕｔｙ比に対
するインバータトランスの騒音レベルの特性を計測してデータ化しておき、液晶表示装置
１の機種に応じた、ＰＷＭパルスの調光周波数、Ｄｕｔｙ比およびインバータトランスの
騒音レベルの関係を示すテーブルデータをテーブルデータ記憶部７３に格納しておく。調
光周波数制御部７２１は、当該テーブルデータを参照して、フレーム周波数判定部７１か
らのフレーム周波数を示すデータと、Ｄｕｔｙ制御部７２２からのＤｕｔｙ比を示すデー
タとに基づいて、ＰＷＭパルスの調光周波数を制御する。
【００４５】
　ＰＷＭパルスの調光周波数の選択は、ＰＷＭパルスと入力信号との干渉によるビート関
係が生じないように、かつ、インバータトランスの騒音レベルが所定値（例えば２８ｄＢ
Ａ）未満となるように行われる。まず、ビートの発生を抑えるために、調光周波数はフレ
ーム周波数の自然数倍であることが望ましい。ただし、調光周波数が低い場合は、インバ
ータトランスから発生するノイズも低い周波数となり、表示パネル３の表示画面に同期し
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た横線状のノイズが画面に現れることがある。また、調光周波数が高すぎると、ＰＷＭパ
ルスのＤｕｔｙ比の可変幅が狭くなってしまうという問題が生じる。
【００４６】
　そのため、調光周波数はフレーム周波数の３～６倍であることが望ましい。これにより
、ＰＷＭパルスと入力信号との干渉によるビートの発生を抑制し、Ｄｕｔｙ比の可変幅を
大きく確保できる。
【００４７】
　さらに、フレーム周波数の３～６倍の調光周波数の中から、インバータトランスの騒音
レベルが２８ｄＢＡ未満である調光周波数が選択される。なお、フレーム周波数の３～６
倍の調光周波数の中で、インバータトランスの騒音レベルが２８ｄＢＡ未満である調光周
波数が複数ある場合は、その中で最も騒音レベルが小さい調光周波数を選択してもよい。
例えば、フレーム周波数が５０Ｈｚであり、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が４０％の場合、
図７のグラフから、調光周波数として１５０Ｈｚが選択される。
【００４８】
　また、異なる放送方式の入力信号を受信したり、異なる外部接続機器を接続することに
より、入力信号のフレーム周波数が変動した場合であっても、調光周波数制御部７２１は
、フレーム周波数の３～６倍の調光周波数の中から、インバータトランスの騒音レベルが
所定値未満である調光周波数を選択する。このように、調光周波数制御部７２１は、ＰＷ
Ｍパルスと入力信号との干渉によるビート関係が生じないように、かつ、インバータトラ
ンスの騒音レベルが所定値未満となるように、異なるフレーム周波数の入力信号ごとにＰ
ＷＭパルスの調光周波数を最適に設定できる。
【００４９】
　これにより、複数の放送方式が混在する地域でのテレビ受信や、外部接続のＤＶＤ、Ｈ
ＤＤ、ＰＣ、ゲーム機器等、それぞれの入力信号のフレーム周波数が異なる外部接続機器
の使用時において、入力信号のフレーム周波数が複数存在する場合であっても、フレーム
周波数から事前に干渉によるビートの発生を予測し、入力信号とＰＷＭパルスとの干渉に
よるビートとインバータトランスの騒音との両方を同時に抑制できる。また、複数の放送
方式を搭載した高画質のＨＤ液晶テレビで、高精細画像再生時に目立つ干渉によるビート
と機器本体の騒音レベルとの両方を同時に抑制できる。さらに、複数の放送方式を搭載し
た可搬型のワイヤレステレビを、複数の放送方式が混在する地域／国（例えば欧州地域）
で移動しながら使用しても、周波数の違いにより発生するビートを抑制した高画質再生の
液晶テレビを実現出来る。
【００５０】
　以上のように、液晶表示装置１では、入力信号とＰＷＭパルスとの干渉によるビートの
発生を抑制するだけでなく、インバータ調光時の騒音についても同時に改善する事が可能
であるので、今後ますます液晶表示装置が大型化することで課題となる本体の騒音レベル
も効率的に抑制でき、ユーザにとってメリットの高いシステムを実現できる。
【００５１】
　なお、上記の液晶表示装置１では、事前の計測によりデータ化したテーブルデータに基
づいて、ＰＷＭパルスの調光周波数を制御していたが、実際のインバータトランスからの
騒音レベルを検知し、その検知結果に基づいてＰＷＭパルスの調光周波数を制御してもよ
い。
【００５２】
　図４は、本実施形態の変形例に係る液晶表示装置１ａの構成を示すブロック図である。
液晶表示装置１ａは、図１に示す液晶表示装置１において、さらにインバータ部６の近傍
に騒音検知手段８ｂを設けた構成である。騒音検知手段８ｂは、インバータトランスＩＮ
Ｖ１…ＩＮＶｎからの騒音レベルを検知し、その検知結果を調光周波数制御部７２１に出
力する。
【００５３】
　例えば、フレーム周波数の３～６倍の調光周波数の中から、インバータトランスの騒音
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レベルが所定値未満である調光周波数を選択する場合、調光周波数制御部７２１は、まず
ＰＷＭパルス発生回路ＰＷＭ１…ＰＷＭｎに対し、フレーム周波数の３倍の調光周波数を
出力するように制御する。これに対し、騒音検知手段８ｂよって検知された騒音レベルが
所定値未満でない場合、調光周波数制御部７２１は、調光周波数をフレーム周波数の４倍
となるように制御する。このように、騒音検知手段８ｂよって検知された騒音レベルが所
定値未満となるまで、調光周波数をフレーム周波数単位で増加させる。これにより、液晶
表示装置１ａにおいても、ＰＷＭパルスと入力信号との干渉によるビート関係が生じない
ように、かつ、インバータトランスの騒音レベルが所定値未満となるように、ＰＷＭパル
スの調光周波数を制御できる。
【００５４】
　〔実施形態の総括〕
　上記の実施形態では、バックライトの光源として蛍光管を用いる構成であったが、これ
に限定されず、バックライトの光源としてＬＥＤを用いてもよい。また、例えば１本の蛍
光管をＬＥＤ方式のバックライトで構成する場合は、複数のＬＥＤを直列接続して一端を
電源に接続してもう一端をグランド（アース）に接続する。そしてそれぞれの各ＬＥＤ毎
に又は複数のＬＥＤブロック毎に並列にＯＮ／ＯＦＦスイッチを設ける。そしてＯＮ／Ｏ
ＦＦスイッチのタイミングでＰＷＭパルスを生成し駆動するようにしてもよい。また、上
記の実施形態では、各蛍光管ごとにインバータトランスおよびＰＷＭパルス発生回路を設
ける構成であったが、インバータトランスおよびＰＷＭパルス発生回路を複数の蛍光管ご
とにブロック化し、そのブロック毎に共通のＰＷＭパルスで駆動する構成であってもよい
。また、上記の実施形態では、調光周波数制御部７２１によって決定される調光周波数は
フレーム周波数の自然数倍であったが、ビートが発生しない、もしくは目立たない調光周
波数であれば、フレーム周波数の自然数倍に近似した調光周波数であってもよい。
【００５５】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、液晶表示装置に備えられるバックライトユニットに好適に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）は、調光周波数が３１７Ｈｚおよび１５０Ｈｚの場合における、ＰＷＭパ
ルスのＤｕｔｙ比とインバータトランスの騒音レベルとの関係を示す表であり、（ｂ）は
、そのグラフである。
【図３】（ａ）は、ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が７４％および３２％の場合における、Ｐ
ＷＭパルスの調光周波数とインバータトランスの騒音レベルとの関係を示す表であり、（
ｂ）は、そのグラフである。
【図４】本発明の実施形態の変形例に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図５】従来の調光装置の構成を示す図である。
【図６】従来のバックライト調光装置の構成を示す図である。
【図７】ＰＷＭパルスのＤｕｔｙ比が４０％の場合における、調光周波数と騒音レベルと
の関係の一例を示すグラフである。
【符号の説明】
【００５８】
　１、１ａ　　液晶表示装置
　４　　バックライトユニット
　７２１　　調光周波数制御部（調光周波数制御手段）
　Ｖ１…Ｖｎ　　ＰＷＭパルス
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　Ｌ１…Ｌｎ　　蛍光管（光源）
　ＩＮＶ１…ＩＮＶｎ　　インバータトランス（インバータ）
　ＰＷＭ１…ＰＷＭｎ　　ＰＷＭパルス発生回路（ＰＷＭパルス発生手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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